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(Japan Foundry Society, Inc.)

社団法人日本鋳造協会

鋳造産業ビジョン２００６鋳造産業ビジョン２００６
ーー鋳物が開く新世界鋳物が開く新世界ーー

平成１８年１１月

（ 概 要 ）
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『鋳造産業ビジョン２００６』

１．技術・技能で製品力を高め攻めの経営

２．健全な取引慣行で共存共栄

３．同業／異業との積極的な連携による競争力強化

４．海外に進出する仕組み

５．これからの成長産業への供給

６．息の長い人材の確保・育成

７．鋳造産業を国民の方に理解してもらうために
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ユーザーの競争力強化に貢献できる
製品（鋳物）を継続的に供給し共存共栄を図る
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『鋳造産業ビジョン２００６』

時流に合った製品の開発と
造りの革新

時流に合った製品の開発と
造りの革新

製品力・資金力・人材力 の画期的な向上

提案型企業へ
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シミュレーション

構造解析

湯流れ解析

凝固解析
材料設計

３D設計

１．技術・技能で製品力を高め攻めの経営

・不良・歩留り・可動率の標準化
・暗黙知の解明と標準化

①製品の特徴を引き出す材料のベストな選択

②機能とつくりを両立させるベストな形状デザイン

③ＱＣＤを保証するベストな方案デザイン

① 薄肉・軽量化
② 一体化・高剛性化

市場ニーズの
把握・分析

鋳物の長所を最大限に
引き出す材料の開発
・流動性
・剛性・靭性
・耐熱・耐摩耗性
・低熱膨張性

ＩＴの積極的活用

開発・つくりの
ノウハウ標準類の活用

・ＣＡＥ
・３次元ソリッドデータ
・工程管理・経営管理

・時流に合った製品の開発

・製品のＱＣＤを造りで保証

ＴＱＭ・５Ｓ・ＪＩＴ・ＴＰＭ等

経営管理手法の導入

現 状

新工法の開発
設備の革新

①仕事が下請け流

②暗黙知が多い中での仕事

⇒不良率・歩留りが悪い

⇒収益性が悪い
提案型企業へ
収益性の向上

提案型企業へ
収益性の向上

官・学の力を借り推進

③小企業が多く資金力が不足
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・重量取引の見直し

共存共栄
収益性の向上

①適正な値決め

②適正な取引

・原材料等コスト増の転嫁・型保管費用の負担

・適正原価
・適正売価

＝

取引慣行
ガイドライン

２．健全な取引慣行で共存共栄

新 素形材産業取引ガイドライン・法令の理解と遵守

「適正利益」

単品売りの強化値決め交渉力の強化
精度の高い見積り

・図面やノウハウの流出防止

鋳造プラス＋

・・

加工・塗装・組付

①目方買い

②型保管費のメーカー負担

③原材料費変動の未転嫁

④不備な見積もりで値決め

の折衝

現 状

・材料価格
・工数

官・産
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受注 仕上 検査・分析 物流材料調達

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

生
産
量

３．同業／異業との積極的な連携による競争力強化

FC200 FC250 FC300   FCD450

材質の種類

少量多品種生産
に特化した企業

量産に特化した企業

溶解 造型 後処理 加工 組付け モジュール化
開発
設計

＋

組み立て

① 鋳造専業

川下プラス川上プラス

ある材質に特化
した企業

製品の種類・製品の大小

・自社の能力の自己評価・
第３者診断

・同業・異業者との交流強化

水平分業１ 水平分業２

垂直分業

生
産
量

同業者との連携 同業者との連携

＋ ＋

＋

ユーザーとの連携

共同業務

ユーザー等

② 鋳造 ＋

③ユーザー代行型

⇒

⇒

⇒

⇒

現 状 ①小企業が多く経営資源に欠ける ②同業／異業との交流が少ない

総花的な事業

Ｍ＆Ａ、ＬＬＰ ＬＬＰ
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・情報収集／市場調査
・展示会PR、視察団派遣
・ベンチマーキング実施
・JETRO・商社との連携強化

４．海外に進出する仕組み

国内外から
収益を上げる体制

既進出企業との
水平連携促進

同業者との交流強化

・海外進出の意向確認
・海外進出の同士の結集

①BRICｓなど拡大市場への工場進出
②技術供与の促進

高付加価値鋳物の輸出強化

連携
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耐熱性、耐食性
耐摩耗性

振動吸収性
低熱膨張

機械加工性

ニーズを満たす材料

応力集中を排除したデザイン
部品の一体化

薄肉から厚肉まで
自由なリブ付け補強

中子による複雑形状
小物から大型まで

一個から多数個まで
鋳包み

多様な造りの技術自由な形状デザイン

新分野進出の立案（企業・協会）

５．これからの成長産業への供給

航空機・防衛産業分野

原子力 風力発電

エネルギー産業分野

国内市場ニーズの把握・分析、他国の進出状況の把握、関連機関との情報交換
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環境・安全の向上強い鋳物マンの確保・育成

６．息の長い人材の確保・育成

現 状

①大学から鋳造学科が
消えて久しい

②2007年問題

③劣悪な職場環境

見るからに楽しい
職場づくり

・仕事のＩＴ化
・ビジュアル化により

クリーンファンドリー化

・若者に魅力をもってもらう

・女子高齢者にやさしい職場

（パワーアシスト化）

・労災ゼロ工場の実現

・地球にやさしい産業への脱皮

○室蘭工業大学

○岩手大学

○名古屋大学

○早稲田大学

◎近畿大学

○：拠点大学

九州

中国

四国 関西

中部
○長崎大学

北海道

関東

東北○関西大学

ITに長けた人材の育成

シミュレーション技術等
大学、研究機関の技術指導による

岩手大学工学部付属
鋳造技術センター設立
鋳造
金型 大学院

鋳造中核人材育成事業
（１９年度実施）

技術と経営力を兼ね備えた
工場運営出来る人材の育成

近畿大学
専門職大学院の設置

現場のリーダーの育成
平日は現場を離れる余裕のない企業

（平日独学、休日集中受講）

業界＋官・学の力を借りて実施
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７．鋳造産業を国民の方に理解してもらうために

①イベントの開催 ③鋳物教室体験学習
（小中学生対象）

②クリーンファンドリー
の公開・開放

（ものづくり観光コースに指定）
シンポジウム

展示会

①国民に理解してもらう努力に欠けていた

②工場・職場環境が劣悪

現 状




